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研修医の処遇

研修プログラムの特色

病院の概要

基本コース　（募集定員5人）	 	

主な臨床研修協力病院
協力施設

5 医療法人社団武蔵野会
戸田中央医科グループ TMGあさか医療センター

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1年目▶ 内　科 外科＋整形外科 救急科（麻酔科含む）
2年目▶ 産婦人科 精神科 小児科 麻酔科 地域医療 自由選択

●医師数（研修医を除く）	75 名（うち指導医数　10名）
●研修医数　1年目　5名　2年目　4名
●研修医の主な出身大学　東北大学・旭川医科大学・近畿大学・藤田保健衛生大学・

岩手医科大学・産業医科大学・獨協医科大学・弘前大学・

香川大学・東京医科大学・名古屋市立大学・高知大学・

京都府立大学・宮崎大学・北里大学・帝京大学

●診療科　内科　呼吸器内科　循環器内科　消化器内科　腎臓内科　心療内科　外科
　　　　　呼吸器外科　消化器外科　小児外科　肛門外科　整形外科　脳神経外科　

　　　　　形成外科　小児科　皮膚科　泌尿器科　婦人科　眼科　耳鼻科　リハビリテーション科　麻酔科　放射線科　精神科　

　　　　　神経内科　救急科　緩和ケア内科　歯科口腔外科　血液内科　糖尿病内科　乳腺外科　	 	 	

● 1日平均外来患者数　918名　● 1日平均入院患者数　380名
●主な認定施設　埼玉県がん診療指定病院、日本内科学会教育関連施設、日本脳神経外科学会指定訓練施設、
　　　　　　　　 日本救急医学会専門医指定施設、日本整形外科学会認定施設、日本外科学会専門医制度修練施設　他　		 	

	 	 	 	 　

　初期研修プログラムでは、	総合診療・救急医療・地域医療を基本とし、総合的臨床能力を有す

る医師の育成を目的としています。内科・救急部門・地域医療を外科・麻酔科・小児科・産婦人科・

精神科を必修としています。研修医の募集定員を5名と少人数制にすることで、指導医とマン

ツーマンでの研修を実現しています。初期救急医療からプライマリーケアを主とした研修をベー

スに問診・初期治療の実際から適切な判断能力を身につけらます。当院は第

二次救急医療機関として地域医療の一端を担っていますので、全科の研修時

に第二次救急医療を研修できるのが特徴です。臨床研修医の皆さんが経験を

積むには最良の環境だと思います。

　また、平成30年1月に新築移転し、最新鋭の設備で臨床研修という大事

な時期をともに学び喜びを共有しましょう。

給 与▶ 1年目 :36万円 / 月　2年目 :40万円 / 月

諸 手 当▶ 通勤手当・時間外手当

保 険▶ 健康組合保険、厚生年金、雇用保険、労災保険

勤務時間▶ 9時〜 17時 30分（月〜金曜日）

当 直▶ 手当 :1年目 /1万円　2年目 /2万円

休 暇▶ 土・日曜日・祝日・年末年始休暇・夏季休暇・介護・育児休暇

宿 舎▶ あり（単身用）　住宅補助 :5万円・引越代補助 :20万円

そ の 他▶ ・	診療見舞金制度（グループ病院受診時、月3000円以上超えた分の治療費支給）
・スポーツクラブ、ヘアサロン等の福利厚生制度
・学会参加費　年2回分病院負担（交通・宿泊・学会費）

○内科系（一般・消化器・糖尿病・脳神経・腎臓＋消化器・循環器）　28週　○外科系　12週　○救急科　12週　※麻酔科を４週含んで可（※但し、４週を上限とする）
○産婦人科	・精神科	・小児科	・麻酔科	・地域医療	４週以上　○自由選択科目	選択科目から選択　
※期間割りに沿って研修医を配置する。但し人数により変更することがある。	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　　

■戸田中央医科グループ	
・戸田中央総合病院（小児科）	
・戸田中央産院（産婦人科）	 	
・佐々総合病院（産婦人科）
・菅野病院（精神科）

・大泉病院（精神科）	
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女性医師支援コーナー

　研修プログラムに望むことはみなさ
んそれぞれあるでしょう。しかし、2
年間でどれだけ成長できるかは結局自
分の頑張りによるところが大きいと思
います。当院では研修医の情熱に応え
てくれる「環境」があります。急性期病院としての診療科・症
例数の多さ、ヤル気を出せばとことん付き合ってくれる指導医、
いわゆる病院のイメージとは違う綺麗で新しい設備、優しくて
親切なコメディカルの方々、お互い高め合える同期・・・。こ
れにみなさんの情熱が加わればきっと実りある 2 年間が過ご
せると思います。医師になるための勉強も大事ですが、そこか
らの勉強はもっと大切です。当院での研修を通じて、なりたい
医師像に近づきましょう！  

病院見学、その他イベント・説明会等の情報

先輩研修医から mes s a g e先輩研修医から mes s a g e

　僕が初期研修先を決めるにあたり、福
利厚生や勤務体制、都心部へのアクセス
の良さなどを重要視していました。条件
的には複数の病院がありましたが、当院
に決めた最大の理由は病院全体の雰囲気
の良さです。当院は平成30年1月に開院し、約2年が経過しました。
この 2 年間で研修医の要望なども取り入れていただき、指導体制
の確立などより良い研修体制に変化してきました。もちろん、今
後も柔軟に意見を取り入れてくださると思います。また研修医だ
けでなく、コメディカルスタッフもしっかり育てていこうという
方針もあり、病院全体で成長できる雰囲気があります。
　この空気感や雰囲気は文章だけでは伝わりにくいので、ぜひ見
学に来てください！！

当院の魅力

連絡先

TEL FAX

E-mail

URL

アクセス

医療法人社団武蔵野会TMGあさか医療センター　
総務課

〒333-0833　	朝霞市溝沼1340-1

048-466-2055（代表）

asaka_info@tmg.or.jp
http://www.asakadai-hp.jp
武蔵野線　北朝霞駅から徒歩10分
東武東上線　朝霞台駅から徒歩10分

●病院見学（随時受付中）

　見学希望の方は、メールまたは電話で受けつけております。　　　　　　　　　　

※希望者は氏名・大学名（学年）・見学科目・希望日を左記メールアドレス

　までお送り下さい。

048-466-2059

小澤　千尋 正木　健司

　昨年度は年間 4,745 件の救急車を受け入れており、手術件数は年間 4,593 件で
す。地域医療に力を注いでおり埼玉県南西部地域において、非常にアクティブに活
動している病院です。特に、内科・外科・整形外科・脳神経外科の 4科は県内トッ
プレベルの診療実績があります。院内の行事も数多くあり、院内旅行・運動会といっ
た場では、医師・看護師・医療技術部・事務の結びつきが強く、カンファレンスも
活発です。
　TMGあさか医療センターでは救急・専門医療の拡充として、ICU・CCU　10床・
SCUの稼動、てんかんセンターでは患者様を 24時間モニタリング検査ができ、外
科的治療も可能です。手術室も 4室から 8室に拡大し、多職種で協力して生命の危
機がある患者様を24時間体制で対応致します。また、脊椎内視鏡手術センター・最
新鋭のアンギオ装置を2台設置、20床個室の緩和ケア病棟・小児病棟といった各部
門の強化を図り、幅広い医療を学ぶことが出来ます。新病院では地震の被害を低減
する「免震構造」を採用し、被害の影響を受けにくい構造となっています。ホスピタ
ルコリドール内には医療ガス設備を設置し、災害時でも医療を継続することが可能
です。最新鋭の設備の中で充実した研修生活を共に過ごしてみませんか。

研修医　１年目 研修医2年目

TMGあさか医療センターの特徴

　当院では25名の女性医師が活躍しており、女性医師の比率が29%となっています。当直業務は希望制となっています。
　当直業務を行う際は、内科・外科・整形外科・脳神経外科の先生について研修が可能です。24時間利用可能な保育室も完備し
ていますので長期にわたって勤務することが可能となっています。後期研修医になれば子育て支援の観点から、時短勤務が可能です。
　現在、初期臨床研修医で女性の医師が4名在籍しており、1名は子育てをしながら研修を行っております。
　TMGあさか医療センターは、女性の初期臨床研修医を大歓迎します。是非、病院見学に来て下さい!!"		 	 	
	 	 	 	


